
令和３年度の焼却ごみの量を計算しました 
環境省“日本の廃棄物処理（令和 5 年 4 月 20 日現在）”データより 

 

埼玉エコ・リサイクル連絡会 

ごみを知ろう委員会 中澤啓子 

 

ごみを知ろう委員会では、市民の皆様の焼却ゴミに対する認識を高めていただきたいと

考え、環境省のデータを解析し、毎年皆様にお知らせしています。 

環境省で集計しているデータは各自治体の管理している焼却場のデータで、全国の焼却

場から集められています。その中から埼玉の焼却ごみデータを抜粋し解析しました。 

 

①  焼却ごみのデータ

は乾燥重量で提出され

ていますので、解りや

すくするためにより、

実態に近い形に水分を

含ませ。解析しまし

た。 

 その結果一人一日当

たりの焼却処理量は約

661 グラムで、内容は

左表です。因みに令和

２年度は 665 グラムで

した。  

 

埼玉県全体では毎年

の変化は微々たるもの

ですが、それぞれの自

治体では取り組みや地

域性によりそのごみの

内容には大きな違いが

あります。 

 



②  毎日の生活の中から出されるごみのうち生活系のゴミと事業系のゴミは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ごみの収集方法により多少の誤差があるとは思いますが、埼玉県の各自治体のごみの量

は上の図のようになりました。ご自分の自治体をさがしてみてください。 

 

③  収集されたごみのうち焼却されたごみの量は下図のようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回収されたごみもリサイクルされる量が多いと燃やされる量は少なくなります。よって

焼却ごみの量はかなりの地域差があります。上記のグラフで分かるように日高市の可燃ご

みはセメントの材料にすると言う事で、燃していません。ですから焼却量はゼロ。最近は

そのような自治体も他所では始まっているということですが、（エコセメントという名前に

なっているらしいです。）面倒が省けるからと、安易に回収しセメントにして良いのかどう

か？処理費も特別にお安くはないように見えますが…。 



④  ごみを減らすには 

ごみの内容がどのようなものであるか知らなければ減らす手立てが見つかりませんの

で、いくつかの自治体の内容を①と同じように計算してみました。（下の表）気になるとこ

ろに色が付いていますのでご覧になってください。処理費は持ち込み重量の割合で各自治

体に請求されていますので、気になる所の処理量を減らすことは処理費の節約にもなりま

す。検討してみましょう。いかがでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グラフで色分けにすると下図のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙のリサイクルはすすんできましたのでそれほど地域差は無いようですが、緑色の草や剪

定枝の部分や、黄色の厨芥ごみの量に気になる地区があります。また、残念ながら、ごみ

を知ろう委員会では容量の大きさは測れませんのでビニールや合成樹脂の量の多さについ

ては数字として出せません。けれど、この肌色の部分は軽いにもかかわらずこれだけの地

域差があることに注目していただけると嬉しいです。 

このグラフの中にはご自分の自治体のグラフはなかったかもしれませんが、多くの自治

体がこれを参考にしてごみの減量に勤しんでいただけることを願います。 


